
学校番号 ３１７ 

令和 3年度 国語科 
 

 

教科 国語科 科目 国語総合 単位数 ４単位 年次 １年次 

使用教科書 「高等学校 改訂版 国語総合」（第一学習社） 

副教材等 ビジュアルカラー国語便覧 （大修館書店）、三訂版ＴＯＰ２５００（いいずな書店）、古文単語

３３０ 三訂版（いいずな書店）、 体系古典文法 九訂版（数研出版）、基礎から解釈へ 漢文

必携 四訂版（桐原書店）、古典アチーブ１ 三訂新版（桐原書店）、論読 現代文 ２ （浜島

書店） 
 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

○国語力を身につけよう。 
・読解に必要な漢字や現代用語、古文単語や古典文法等、基礎的な語彙を身につけよう。 

・ジャンルにふさわしい読解方法を身につけよう。 

・過去の日本語を通じて日本の文化を知り、現代の日本語のすぐれた使い手になろう。 

・授業は集中して説明を聞こう。 

・板書された内容は特に大事ですから、ノートに書き留めよう。 

・適宜実施される小テストで、自分の理解度を確認しよう。 

・提出物（予習プリント・意味調べプリント・問題集等）は、期限を守って必ず提出しよう。 

 

２ 学習の到達目標 

・文章の登場人物の心理等を客観的に理解する能力を養う。 

・文章の構成や主題を理解できる論理的な思考力を養う。 

・文章に対する感想や意見を書き、適宜発表することで聞く力や話す力を養う。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:話す・聞く能力 c:書く能力 d:読む能力 e:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

授業に積極的に取り

組み、自ら学ぶ意欲

がある。 

集中して授業を聞

くことができる。 

文章の内容を踏ま

え、自分の意見を

まとめて話すこと

ができる。 

他人の意見をきち

んと聞くことがで

きる。 

文章の内容を踏

まえて感想や意

見を書くことが

できる。 

登場人物の心理

等を読み取るこ

とができる。 

文章に述べられ

ている主題等を

論理的に理解で

きる。 

社会で必要とさ

れる語彙や文学

史的知識を身に

つけている。 

評
価
方
法 

行動の観察 

記述の点検 
行動の観察 

（発表など） 

記述の確認 

定期考査 

記述の確認 

定期考査 

提出物の点検 

小テスト 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
 

 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学
期 

単
元 

学習内容 
評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価の方法の観点 
ａ ｂ ｃ ｄ e 

一

学

期 

評
論
の
読
解Ⅰ

 

《近代以降》 

【教材】 

「世界は常に更新

されている」 

「水の東西」 

「交換は愉しい」 

○ ○  ◎ ○ 

a:論理の進め方などを理解しようとしてい

る。 

b:教材の主旨について他者にわかるように

説明しようとしている。 

d:論理の進め方などがきちんと理解できて

いる。 

e:使用できる語彙の数が増えている。 

a: 行動の観察及び

提出物の点検 

b:行動の確認 

d：記述の確認及び定

期考査 

e: 提出物の点検及

び小テスト、定期考

査 

小
説
の
読
解Ⅰ

 

《近代以降》 

【教材】 

「羅生門」 

 

○  ○ ◎ ○ 

a:人物・情景・心情などを理解しようとし

ている。 

c:作品の内容を踏まえて、感想等を書くこ

とができている。 

d:人物・情景・心情などを理解できている

。 

e:文中の語彙が正しく理解でき、文学史的

知識が身についている。 

a: 行動の観察及び

提出物の点検 

c:記述の確認 

定期考査 

d:記述の確認及び定

期考査 

e: 提出物の点検及

び小テスト、定期考

査 

古
文
入
門 

《古典》 

【教材】 

『宇治拾遺物語』 

「ちごのそら寝」 

「絵仏師良秀」 

「古文を読むために

」『竹取物語』「か

ぐや姫のおひたち」 

○   ◎ ◎ 

a:人物・情景・心情などを理解しようとし

ている。 

d:人物・情景・心情などが理解できている

。 

e:歴史的仮名遣いや古文単語、文法等を身

につけている。 

a：行動の観察及び記

述の点検 

d：記述の確認及び定

期考査 

e: 提出物の点検及

び定期考査 

 

二

学

期 

評
論
の
読
解Ⅱ

 

《近代以降》 

【教材】 

「文化」としての科

学 

「間」の感覚 

○   ◎ ○ 

a:論理の進め方、レトリックなどを理解し

ようとしている。 

d:論理の進め方、レトリックなどが理解で

きている。 

e：正しく理解し、使いこなせる語彙を増

やしている。 

a:行動の観察及び記

述の点検 

d:記述の確認及び定

期考査 

e:提出物の点検及び

小テスト、定期考査 

小
説
の
読
解Ⅱ

 

《近代以降》 

【教材】 

「夢十夜」 

「鏡」 
○  ○ ◎ ○ 

a:人物・情景・心情などを理解しようとし

ている。 

c:文章の内容を踏まえて、感想等を書くこ

とができている。 

d:人物・情景・心情などを理解できている

。 

e：正しく理解し、使いこなせる語彙を増

やしている。 

a 行動の観察及び提

出物の点検 

c:記述の確認 

d：記述の確認及び定

期考査 

e: 提出物の点検及

び小テスト、定期考

査 

物
語
・
随
筆
を
読
む 

《古典》 

【教材】 

『伊勢物語』「芥川

」 

『徒然草』「ある人

、弓を射ることを習

ふに」 

○   ◎ ○ 

a:人物・情景・心情などを理解しようとし

ている。 

d:人物・情景・心情などが理解できている

。 

e:歴史的仮名遣いや古文単語、文法等を身

につけている。 

 

a 行動の観察及び提

出物の点検 

d: 記述の確認及び

定期考査 

e：提出物の点検及び

定期考査 



 

漢
文
入
門 

《古典》 

【教材】 

訓読に親しむ（一）

～（三） 

「狐借虎威」 
○   ◎ ○ 

a:漢文は中国の古典であり、我が国の古典

の礎になっていることを理解しようとし

ている。 

d:格言や故事成語に込められた意味を理解

しようとしている。 

e:返り点等訓読のきまりを身につけている

。 

a 行動の観察及び

提出物の点検 

d: 記述の確認及び

定期考査 

e：提出物の点検及

び定期考査 

三

学

期 

評
論
の
読
解Ⅲ

 

《近代以降》 

【教材】 

「自分の身体」 

「グローバリズムの

「遠近感」」 
○ ○  ◎ ○ 

a:論理の進め方、文章が論じる分野の問題

などを理解しようとしている。 

b：文章が論じる分野の問題について話し

合うことができる。 

d:論理の進め方、文章が論じる分野の問題

などがきちんと理解できている。 

e:使用できる語彙の数が増えている。 

a 行動の観察及び提

出物の点検 

b:行動の確認 

d：記述の確認及び定

期考査 

e: 提出物の点検及

び小テスト、定期考

査 

小
説
の
読
解Ⅲ

 

《近代以降》 

【教材】 

「城の崎にて」 

〇  〇 ◎ 〇 

a:人物・情景・心情などを理解しようとし

ている。 

c:文章の内容を踏まえて、感想等を書くこ

とができている。 

d:人物・情景・心情などを理解できている

。 

e：正しく理解し、使いこなせる語彙を増

やしている。 

a 行動の観察及び提

出物の点検 

c:記述の確認 

d：記述の確認及び定

期考査 

e: 提出物の点検及

び小テスト、定期考

査 

日
記
を
読
む 

《古典》 

【教材】 

『土佐日記』 

「門出」 〇   ◎ 〇 

a:人物・情景・心情などを文法も踏まえて

理解しようとしている。 

d: 人物・情景・心情などを文法も踏まえ

て理解できている。 

e:歴史的仮名遣いや古文単語、文法等をさ

らに身につけている。 

a：行動の観察及び提

出物の点検 

d：記述の確認及び定

期考査 

e: 提出物の点検及

び定期考査 

和
歌
を
学
ぶ 

《古典》 

【教材】 

「万葉集」 

「古今和歌集」 

「新古今和歌集」 

「古典の和歌を現代

の言葉で書き換える

」 

○   ◎ ○ 

a:和歌特有の表現に込められた情景・心情

などを文法も踏まえて理解しようとしてい

る。 

d: 和歌特有の表現にこめられた情景・心

情などを文法も踏まえて理解できている。 

e:和歌の作者や表現技法について理解して

いる。 

a：行動の観察及び提

出物の点検 

d：記述の確認及び定

期考査 

e: 提出物の点検及

び定期考査 

古
代
の
史
話 

《古典》 

【教材】 

「先従隗始」 

 ○   ◎ ○ 

a:今も使われる故事成語が中国の古典に由

来することを理解しようとする 

d:今も使われる故事成語の意味を正しく理

解しようとする。 

e:訓点のきまりを身につけて、漢文を読む

ことができる。 

a：行動の観察及び

提出物の点検 

d：記述の確認及び

定期考査 

e: 提出物の点検及

び定期考査 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:話す・聞く能力   c:書く能力 

d:読む能力       e:知識・理解 
 

 ※ 年間指導計画作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各

項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 


